


（第2面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に閏する事項

（管理体制図）

代表取締役
↓ 

建築事業本部
↓ 

安全品質管理室
↓ 
作業所長
↓ 
収集運搬業者→中間処理業者 →最終処分業者

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和 4年度）実績】

産業廃棄物の種類数 7種類 ＊種類ごとの前年度排出

①排出益 9,574.8 t 昼は、別紙のとおり。

（これまでに実施した取組）

①現状

混合廃棄物率を下げるよう継続して活動を行っている

【（令和 5年度）目標】

産業廃棄物の種類数 8種類 ＊種類ごとの本年度排出

①排出量 1,441.0 t 目標盆1ま、別紙のとおり。

（今後実施する予定の取組）

②計画

・再利用、転用にて発生を抑制していく
・混合廃棄物の発生率を下げる
・廃棄物の分別の徹底
・梱包の簡素化
・再生材の使用

産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状
紙くず・木くず・廃プラスチック：混合廃棄物比率の低下を図っている

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画 ・産業廃棄物の種類および分別に取り組む

・引き続き、混合廃棄物率が低下するよう活動していく



（第3面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和 4年度）実績】

②十⑧自ら再生利用を行った産業 ＊ 種類ご孟とのは前、別年紙度の自とら

廃棄物の量 ゜
t 再生利用凪

おり。

しれまでに実施した取組）

①現状

【（令和 5年度）目標】

②十⑧自ら再生利用を行う産業廃
＊種類ごとの本年度自ら

棄物の量
t 再生利用昼は、別紙のと

おり。

（今後実施する予定の取組）

② 計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和 4年度）実績】

⑤自ら熱回収を行った産業廃棄物
＊種類ごとの前年度自ら

の量 ゜
t 熱回収を行った昼は、別

紙のとおり。

⑦自ら中間処理により減量した産
＊種類ごとの前年度自ら

業廃棄物の豆 ゜
t 中間処理により減昼した

豆は｀別紙のとおり。

① 現状
しれまでに実施した取組）

中間処理の施設は保有していない

【（令和 5年度）目標】

⑤自ら熱回収を行う産業廃棄物の ＊種類ごとの本年度自ら

量
t 熱回収を行う昼は、別紙

のとおり。

⑦ 自ら中間処理により減量する産 ＊種類ごとの本年度自ら

業廃棄物の量
t 中間処理により減嚢する

昼は、別紙のとおり。

②計画
（今後実施する予定の取組）

中間処理の施設は保有していない



（第4面）．．． 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和 4年度）実績】

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
＊種類ごとの前年度自ら

゜
t 

埋立処分又は海洋投入処
入処分を行った産業廃棄物の量 分を行った量は、別紙のと

おり。

（これまでに実施した取組）

① 現状

埋立、海洋投入処分の実績は無い

【（令和 5年度）目標】

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
＊種類ごとの本年度自ら

t 
埋立処分又は海洋投入処

入処分を行う産業廃棄物の量 分を行う翌は、別紙のとお
り。

（今後実施する予定の取組）

②計画

埋立、海洋投入処分を行う予定は無い

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

（前年度（令和 4年度）実績】

⑩ 全処理委託量 9,574.8 t 

⑪ 優良認定処理業者への処
153.8 t 

理委託量

⑫再生利用業者への処理委
＊種類ごとの前年度処

9,574.8 t 理委託量は、別紙のと
託量 おり。

⑬認定熱回収業者への処理

゜
t 

委託豆

①現状

⑭ 認定熱回収業者以外の熱

゜
t 

回収を行う業者への処理委託豆

（これまでに実施した取組）

・再生利用可能なものは再生利用業者へ委託する
・現場内での分別推進による混廃率の削減する
・電子マニフェスト対応会社への優先利用する



（堕5面）
【（令和 5年度）目標】

⑩全処理委託量 1,441.0 t 

⑪ 優良認定処理業者への処
136.5 t 

理委託量

⑫再生利用業者への処理委
＊種類ごとの本年度処

託量
1,441.0 t 理委託呈は、別紙のと

おり。

⑬認定熱回収業者への処理
委託量

t 

②計画

⑭ 認定熱回収業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託羹

t 

（今後実施する予定の取組）

・可能な限り優良認定処理業者から選定する
・電子マニフェスト利用率の更なる向上を図る

※事務処理欄



（堕6面）
備考

1 この様式は、前年度（令和4年度）の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成し、提出してく
ださい。
また、前年度（令和4年度）の産業廃棄物の発生量が1,000トン未満の事業場にあっては、神奈川県・横浜市・川崎
市・相模原市・横須賀市が推進する廃棄物自主管理事業へ参加するにあたり、事業場ごとに1枚作成し、提出してく
ださい。

2 当該年度（令和5年度）の6月30日までに提出してください。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入してください。

(1) ①欄には、日本標準産業分類（中分類）の区分を記入してください。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成工事高（前
年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度
の実績を記入してください。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの一連の処
理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入してください。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理を行うに際し
て熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量に
ついて、前年度の実績、目標及び取組を記入してください。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入するほか、
その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条の11第2号に該当する者）
への処理委託筵、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の3第1項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の
熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入してください。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄1こ「別紙のとおり」と記入し、当該
欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付してください。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」
を記入してください。

7 第5面の※欄には、何も記入しないでください。



産業廃棄物処理計画書

顎） 百

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標愛と処理計画

|ら品寄贔した産業 1 イ汚，尼 1 

※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
棄物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t／年） ユ可――---

事業場名称 ファーストコーポレーション株式会社
ビ三l

⑧ 
自ら中間処理後に再生利用す
る昼

有償物豆 0.0 t 

※1 
自社の他事業場
からの搬入豆

0.0 t 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する孟

0.0 t 

a
残
さ
物
の
自
己
処
理

⑨ 
ロら
又は海洋投入処分する豆

0.0 t 

分

※3 
自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理豆

0.0 t 
的別内訳）

A
 

自
己
処
理

④自ら中間処理する豆

0.0 t 

注）右上のフローには、令和5年度の目標醤を記載
してください。下の表には｀令和4年度実績を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し、データ反映 • 印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

0.0 t 

0.0 t 

理処の後理処問中
豆
ら
託
自
委b
 ↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

▼
 

項目 令和4年度実績

① 排出昼 3,061.3 t 

②十⑧自ら再生利用を行っ
た昼

⑤ 自ら熱回収を行った豆

0.0 t 

0.0 t 

※2 
自社の他事業場での
処理豆

ヘ

1,060.0 t 

-9~ 
B 直接処理委託羹 .. への処理委託醤

⑦ 自ら中間処理により減豆
した豆

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った豆

⑩全処理委託豆

0.0 t 1,060.0 t 0.0 t 

0.0 t 

3,061.3 t 

⑪優良認定処理業者への処
理委託豆

⑫再生利用業者への処理委
託醤

⑬認定熱回収業者への処理
委託豆

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託塁

0.0 t 

B
 

直
接
委
託
処
理

8-1中間処理委託豆

1,060.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託豆

最終処分前
委託昼

下水等放流
前委託豆

1,060.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託豆

3,061.3 t 
【産業廃棄物の種類（ア～卜）】・・・・・・・・・・・・・--7．燃え殻 ク．木くず
イ．汚泥 ケ．繊維くず
ウ廃油 コ．動植物性残さ
エ．廃酸 サ．動物系固形不要物
オ．廃アルカリ シ．ゴムくず
カ．廃プうスチック類 ス．金属くず
・キ．紙くず セ．カ・うス・コンクリート・陶磁器くず
り・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

0.0 t 

0.0 t 8-2最終処分委託豆

0.0 t 0.0 t 

ソ．鉱さい
夕．がれき類
チ．動物のふん尿

ツ．動物の死体
テ．ばいじん
ト 混合廃棄物その他



産業廃棄物処理計画書

ビ 歪窟

゜
百

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標皇と処理計画

|；；五醤贔した産業I力 廃プラスチック類 I 
※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
棄物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t／年）

事業場名称 ファーストコーポレーション株式会社

⑧ 
自ら中「•
る昼

に再生利用す

有償物豆

※1 
自社の他事業場

からの搬入豆
③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する三

a
残
さ
物
の
自
己
処
理

⑨ 
口ら

又は海洋投入処分する昼

※3 
自ら中問処理後に自社の他事
業場での処理忌

A 

自
己
処
理

④自ら中間処理する豆

注）右上のフローには、令和5年度の目標醤を記載
してください。下の表には、令和4年度実績を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し｀データ反映•印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

b 
自ら中間処理後の処理
委託忌

0.0 t 

▼
 

項目 令和4年度実績 ※2 
自社の他事業場での
処理豆

①排出豆

②十⑧ 自ら再生利用を行っ
た豆

⑤ 自ら熱回収を行った豆

⑦ 自ら中間処理により減豆

した豆

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った昼

⑩全処理委託醤

⑪優良認定処理業者への処
理委託呈

⑫再生利用業者への処理委
託昼

⑬ 認定熱回収業者への処理
委託豆

⑭ 認定熱回収案者以外の熱回
収を行う業者への処理委託萱

71.1 t 

a.at 

0.0 t 

一
B 直接処理委託豆

~ 

0.0 t 50.0 t 

0.0 t 

71.1 t 

43.0 t 

B
 

直
接
委
託
処
理

50.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託昼

最終処分前
委託豆

下水等放流
前委託昼

50.0 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託醤

71.1 t 

0.0 t 8-2最終処分委託醤

0.0 t 

産業廃棄物の種類（ア～卜）】............................ 
ク．木くず
ケ．繊維くず
］．動植物性残さ
サ．動物系固形不要物
シ．ゴムくず

ス．金属くず
セ． 力万ス・コンクリート・陶磁器くず

..．．．．．.......．．..．．．.．.．..．．..．．.．．....．．．．．..．．．．．．．．．．...... 

．．．．． 
＇）．鉱さい
夕．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テ．ばいじん
ト．混合廃棄物その他



産業廃棄物処理計画書
百

別紙処理フロー 事業場名称：ファーストコーポレーション株式会社

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標蓋と処理計画

|；；己盟贔した産業Iキ．紙くず I I~が。ず」には業種指定があり、該当業種以外では一般廃棄物となり、報告対象外

※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
l［該当菜種】パルブ` 紙又は紙加工品の製造業` 新聞業（新聞巻取紙を使用して印．

棄物の処理フローは別シートに記載してください
刷発行を行うもの）、出版棠（印刷出版を行うもの）、製本業、印刷物加工業、建設 i ⑧自ら中間処理後に再生利用す

。 ：業（エ作物の新築、改築除去に伴って生じたもの） ： 
（単位：t／年） ユゴ1 有償物豆 ＇ 

......．.. ... ............................…•…………....................…………………............"....................."••••••••…….........; 4 | る醤

し去定

※1 
自社の他事業場
からの搬入昼

生利用す

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する盆 ※3 

自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理豆

別内訳）

A
 

自
己
処
理

注）右上のフローには、令和5年度の目標豆を記載
してください。下の表には、令和4年度実積を記載し
てください。なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し、データ反映 • 印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

項目 令和4年度実積

① 排出豆 3 2 t 

②十⑧自ら再生利用を行っ
0 0 t 

た豆

⑤自ら熱回収を行った豆 0 0 t 

⑦ 自ら中間処理により減醤
0 0 t 

した醤

③十⑨自ら埋立処分又は海
0 0 t 

洋投入処分を行った豆

⑩全処理委託豆 3 2 t 

⑪優良認定処理業者への処
3 2 t 

理委託豆

⑫再生利用業者への処理委
3 2 t 

託豆

⑬認定熱回収業者への処理
O O t 

委託呈

⑭認定熱回収業者以外の熱回
0 0 t 収を行う業者への処理委託羹

④自ら中間処理する呈

※2 
自社の他事業場での
処理豆

7) 
・ ーら中間処理によ
・ り減呈する醤

0.0 t 

4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

b 
自ら中間処理後の処理
委託豆

0.0 t 

▼ 

ャ IB 直接処理委託豆 | .. 
2 5 t I 

（目的別内訳）

B 、-再生利用月IJI 2 5 t 
委託豆

直
B-1中間処理委託呈

,__ 最終処分削
接 委託豆 I LI II¥!.)I業者への処理委託昼
采女

2 5 t -̀
下水等放流

託 前委託醤
処

理I
【産．燃業え廃殻...棄......物.....の種......類......（ア～卜）】

B-2晟終処分委託醤1

,；.ア... ク.木.....く...ず..,,. 
＇） 鉱さい

冴汚泥 ケ繊維くず タがれき類
ウ廃油 コ動植物性残さ チ動物のふん尿
工廃酸 サ動物系固形不要物 ツ動物の死体
オ．廃アルカリ シゴムくず テばいじん
力 廃プラスチック類 ス金属くず 卜混合廃棄物その他
キ紙くず セ カ・うス・コンクリート・陶磁器くず

... 

2.5 t 

ロ--、、..、
への処理委託豆

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託豆



産業廃棄物処理計画書

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標匿と処理計画

|品己盟贔した産業 1 ク木くず 1 

※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
棄物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t／年） ユ「=-；；5

四
゜
百

事業場名称 ファーストコーポレーション株式会社
口

...... -........................................... _........ .. 
「木くず」には業種指定等があり、該当菜穫以外では一般廃棄物となり、報告対象外です。
【該当業穫】木材又は木製品の製造業（家具製造業を含む）、パルブ製造業、輸入木材の卸
売業及び物品笠貸業に係るもの、建設案（エ作物の新築改築除去に伴って生じたもの）。
【全案穫対象］貨物の流通のために使用したパレット（パレットヘの貨物の積付けのために使
用したこん包用の木材を含む。） ⑧ 

自ら中間処理後に再生利用す
る豆

※1 
自社の他事業場
からの搬入豆

② 
自ら直接再

→ |l る豆

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する羹

⑨ 
自ら中問処理後に自ら埋立処分
又は海洋投入処分する豆

※3 
自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理豆

A
 

自
己
処
理

④自ら中間処理する豆

注）右上のフローには、令和5年度の目標忌を記載
してください。下の表には、令和4年度実精を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し 、 データ反映•印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

⑤ 
④のうち熱回収を行
う豆 ⑦ 

自ら中間処理によ
り減豆する豆

0.0 t 

4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

b 
自ら中間処理後の処理
委託昼

0.0 t 

▼
 

項目 令和4年度実精 ※2 
自社の他事業場での
処理醤

①排出豆

②十⑧自ら再生利用を行っ
た豆

⑤ 自ら熱回収を行った豆

⑦自ら中間処理により減豆
した豆

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った呈

⑩全処理委託豆

⑪優良認定処理業者への処
理委託呈

⑫再生利用業者への処理委
託豆

⑬認定熱回収業者への処理
委託昼

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託塁

30.8 t 

0.0 t 

0.0 t 
-9~ 
B 直接処理委託昼

~ 

0.0 t 30.0 t 

0.0 t 

30.8 t B-1 中間処理委託豆

21.0 t 

30.8 t 

0.0 t 

0.0 t 

B
 
直
接
委
託
処
理

30.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託豆

最終処分前
委託豆

下水等放流
前委託醤

B-2最終処分委託豆

30.0 t 

【産．．．．．．．．．． 
ア． j
イ．汚泥

ウ．廃油
エ．廃酸

オ．廃アルカリ
カ． 廃フ う゚スチック類
キ．紙くず

ケ．繊維くず
コ．動植物性残さ
サ．動物系固形不要物
シ．ゴムくず
ス．金属くず
セガラス・コンクリート・陶磁器くず

業者への処理委託呈 ⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託昼

‘)．鉱さい
夕．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テ．ばいじん
ト．混合廃棄物その他



産業廃棄物処理計画書

写
）

百

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標登と処理計画

|品己嘉合：：産業i ス金属くず 1 
※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
棄物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t/年）

事業場名称 ファーストコーポレーション株式会社
口

⑧ 
自ら中間処理後に再生利用す
る呈

有償物昼

※1 
自社の他事業場
からの搬入豆 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する：：：

a
残
さ
物
の
自
己
処
理

※3 
自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理豆

A 

自
己
処
理

④自ら中間処理する豆

注）右上のフローには、令和5年度の目標豆を記載
してください。下の表には、令和4年度実積を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
にば先に様式3を入力し、データ反映 • 印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

b 
自ら中間処理後の処理
委託豆

0.0 t 

（目的別内訳）

生利用前
委託呈

処分前

荒

＂ 
項目 令和4年度実精 ※2 

自社の他事業場での

処理豆

① 排出豆 0.0 t 

②十⑧ 自ら再生利用を行っ
た豆

⑤ 自ら熱回収を行った豆

0.0 t 

0.0 t 
-9~ 
B 直接処理委託呈

~ 

⑦ 自ら中間処理により減豆
した忌

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った豆

⑩全処理委託呈

0.0 t 16.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

⑪優良認定処理業者への処
理委託豆

⑫再生利用業者への処理委
託豆

⑬認定熱回収業者への処理
委託豆

⑭認定熱回収菜者以外の熱回
収を行う業者への処理委託塁

0.0 t 

B
 

B-1 中問処理委託呈

16.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託豆

最終処分前
委託醤

下水等放流
前委託呈

16.0 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託豆

0.0 t 

0.0 t B-2最終処分委託醤

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］- ・・・・・・・・・・・・・・ ア．燃え殻
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ク．木くず

イ．汚泥 ケ．繊維くず
ゥ．廃油 コ．動植物性残さ
工．廃酸 サ．動物系固形不要物
オ．廃アルカリ シ． ゴムくず
力 廃プうスチック類 ス．金属くず
キ．紙くず セ．カ・うス・コンクリート・陶磁器くず

‘)．鉱さい
夕．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テばいじん
ト．混合廃棄物その他



産業廃棄物処理計画書

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標愛と処理計画

元隣贔：：産業 1セ カ・うス・コン翌―ト・陶磁器＜ ．

※本）中1紙は廃菓物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
梨物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t／年） ュdI 有償物豆

※1 自社の他事業場
l 

からの搬入豆

注）右上のフローにはご令和5年度の目標足を記載
してください。下の表には、令和4年度実積を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し、データ反映•印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

項目 令和4年度実積

①排出豆 33.0 t 

②十⑧自ら再生利用を行っ a at 
た豆

⑤自ら熱回収を行った豆 0 0 t 

⑦ 自ら中間処理により減豆
00 t 

した昼

③投十⑨入処自分らを埋行立っ処た分豆又は海
洋 行豆

0 0 t 

⑩全処理委託豆 33 0 t 

⑪優良認定処理業者への処
23 1 t 

理委託逗

⑫再生利用業者への処理委
託豆

33 0 t 

⑬認定熱回収業者への処理
委託豆

0 0 t 

⑭認定熱回収業者以外の熱回
0 0 t 

収を行う業者への処理委託三

↓ 

③ 自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する云

A 

自
④自ら中間処理する豆

一曇←

己
処

理

※ 自社の他事業場での I
2処理昼

t I 

一
B 直接処理委託豆

11 0 t 

B 

直
B-1中間処理委託昼

接
未文

11 0 t 
託

処
理

B-2最終処分委託呈

事業場名称 ： ファーストコーポレーション株式会社

ヒ去定 百

⑧ 
自ら中間処理後に再生利用す

る豆

9 日 ※ ． 自ら中間処理後に自社の他事
3 業場での処理豆

ら b 自ら中間処理後の処理
⑥ の残さ醤 委託豆

0 0 t 0 0 t 

の
う女

ら中
託

7 り減呈する豆
処

↓ 0 0 t 理

||^ 澗）のっち自生利用要者へ

I II 11 0 t 

.. ＇ 後の処理委託豆 への処理委託豆

（目的別内訳）

再生利用前
11 0 t 

委託豆

最終処分前
⑪ 四業者V9へJ•Jの,～処区理Pい委と託~豆= し⑩のうち認定熱回収業者委託醤

⑭以外の熱回収を行う業者
下水等放流

8 0 t への処理委託豆
前委託昼

の重出 （ア～卜）

ク木く
＇）.鉱.....さ....い

イ汚泥 ケ織維くず タがれき類
ウ廃油 コ動植物性残さ チ動物のふん尿
工廃酸 サ動物系固形不要物 ツ動物の死体
オ廃アルカリ シ．ゴムくず テばいじん
力 廃フ万スチック類 ス金属くず 卜混合廃棄物その他
キ紙くず セカ万ス・コンクリート・陶磁器くず
..．．．．．．．.．..．．．．．．．．．.．．.．.．．．．..．.. 



産業廃棄物処理計画書

戸 百

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標登と処理計画

苔喜こし三二，：。異なる廃

（単位：t／年）

事業場名称 ファーストコーポレーション株式会社
ビ

⑧ 
自ら中間処
る醤

有償物豆

※1 
自社の他事業場
からの搬入豆 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分する羹

⑨ 
自ら
又は海洋投入処分する豆

※3 
自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理豆

A 

自
己
処
理

④自ら中閤処理する昼

注）右上のフローには、令和5年度の目標昼を記載
してください。下の表には、令和4年度実績を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し、データ反映•印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

項 目 令和4年度実積

①排出豆 6,282 5 t 

②十⑧ 自ら再生利用を行っ a at 
た盃

⑤ 自ら熱回収を行った豆 0 0 t 

⑦ 自ら中間処理により減豆
00 t 

した呈

③十⑨自ら埋立処分又は海
0 0 t 

洋投入処分を行った昼

⑩全処理委託昼 6,282 5 t 

⑪優良認定処理業者への処
0 0 t 

理委託豆

⑫再生利用業者への処理委
6,282 5 t 

託豆

⑬認定熱回収業者への処理
0 0 t 

委託豆

⑭認定熱回収菜者以外の熱回
0 0 t 

収を行う業者への処理委託三

⑥ 
自ら中間処理4

→ |1 の残さ醤 4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

b 
自ら中問処理後の処理
委託豆

0.0 t 

ヤ

※2 
自社の他事業場での
処理呈

B 直接処理委託豆

▼
 

~ 

190.0 t 

B

直
接
委
託
処
理

B-1中間処理委託豆

190.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託豆

最終処分前
委託昼

下水等放流
前委託昼

190.0 t 

0.0 t 

B-2最終処分委託呈

物の種類（ア～卜）】- ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
ク木くず
ケ．繊維くず
コ．動植物性残さ
サ．動物系固形不要物
シ．ゴムくず
ス．金属くず
セ カ・うス・コンクリート・陶磁器くず

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者
への処理委託呈

0.0 t 

ソ．鉱さい
夕．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テ．ばいじん
ト．混合廃棄物その他



産業廃棄物処理計画書

別紙処理フロー

令和5年度発生する産業廃棄物ごとの目標呈と処理計画

|品古嘉贔した産業 1 卜混合廃棄物その他 1 

※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記載となります。異なる廃
棄物の処理フローは別シートに記載してください。

（単位：t／年） 二干―-;五云ー

自社の他事業場 '| | | | L 
※1 からの搬入豆

A 

自

己
処
理

注）右上のフローには、令和5年度の目標豆を記載
してください。下の表には、令和4年度実績を記載し
てください。 なお、様式3をあわせて提出する場合
には、先に様式3を入力し、データ反映•印刷ツール
を使用するとこちらに数値が反映されます。

項目 令和4年度実績

①排出昼 92 9 t 

②十⑧ 自ら再生利用を行っ
0 0 t 

た昼

⑤ 自ら熱回収を行った豆 0 0 t 

一⑦ 自ら中間処理により減豆
0 0 t 

した昼

③十⑨自ら埋立処分又は海
0 0 t B 

洋投入処分を行った豆

⑩全処理委託醤 92 9 t 
直

接

⑪優良認定処理業者への処
63 5 t 

未女

理委託豆 託

⑫再生利用業者への処理委 処

託昼
92 9 t 理

⑬ 認定熱回収業者への処理
委託呈

0 0 t 

⑭認定熱回収業者以外の熱回
0 0 t 収を行う業者への処理委託云

③ 自ら直接埋立処分又は 1
海洋投入処分する羹

④自ら中間処理する豆
ヤ

※2 自社の他事業場での l
処理昼

B 直接処理委託豆 | 

81 5 t I 
,--

8-1 中間処理委託昼 ＇ 

81 5 t 、-

8-2最終処分委託呈

百

事業場名称 ： ファーストコーポレーション株式会社

ヒ去定

⑧ 
自ら中間処理後に再生利用す
る豆

⑨ 
自ら中間処理後に自ら埋立処分
又は海洋投入処分する豆

l 「|1..1※3自ら中間処理後に自社の他事
業場での処理昼

（目的別内訳）
_J再生利用月ljI 

⑥ 自ら中間処理後
の残さ豆

b 自ら中間処理後の処理
委託豆

0 0 t O O t 

↓ 
||^  llI!)0)っち再生利用要者へ

| | | 8 1. 5 t 

~ 

（目的別内訳）

再生利用月"|
委託昼

81 5 t 

叢終処分削| 
t I 月⑩のうち認定熱回収業者委託醤

⑭以外の熱回収を行う業者
下水等放流 1

t I 53 0 t への処理委託豆
前委託呈

ク ソ鉱さい
イ汚泥 ケ繊維くず タがれき類
ウ廃油 コ動植物性残さ チ動物のふん尿
工廃酸 サ動物系固形不萎物 ツ動物の死体
オ廃アルカリ シゴムくず テばいじん
力 廃プラスチック類 ス金属くず 卜混合廃棄物その他
キ紙くず セ カ・ラス・コンクリート・陶磁器くず



産業廃棄物処理計画書

ぃート腎 且

,.．-- （単位トン）

ア イ ウ 工 オ 力 キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ 夕 チ ツ 7― 卜

撚え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アルカ 廃

紙くず 木くず 繊維くず 動植科;物;l:性 固累り形切“不う要、 ゴムくず 金属くず
がう入・コンクリー

鉱さい がれき類 動ふ物ん尿の 動加物』士の ばいじん ；氏・・古物-虎・・・寒 合計I) プうス千ゥり ト・陶磁醤くず

①排出貴 3,061.3 711 3.2 30 8 

゜
33.0 6,282 5 92.9 9,574 8 

令②十⑧自ら再生利用を行った羹

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜和⑤自ら熱回収を行った：：：

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜4 ⑦ 自ら中間処理により減貴した羹

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜年③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った孟

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜度⑩全処理委託塁 3,061 3 71.1 32 30 8 

゜
33 0 6,282 5 92 9 9,574 8 

実⑪優良認定処理業者への処理委託：：：

゜
430 3.2 21 0 

゜
23.1 

゜
63 5 153.8 

楼 ⑫ 再生利用棠者への処理委託萱 3,061 3 711 3.2 308 

゜
33.0 6,282 5 92.9 9,574.8 

⑬ 認定熱回収業者への処理委託三

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜⑭ 認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

゜ ゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜①当該事棠場における排出：：： 1,060.0 50.0 25 300 16 0 1 1 0 1900 81.5 1.441 0 

※1自社の他事業場からの搬入量

② 自ら直接再生利用する萱

③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入処分する三

④ 自ら中間処理する塁
．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．． ................ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． .... ・．． ・.・●會 .. ・．・・・ ...響.......... ．． .. •• ．．．．． 

l⑤ ④のうち熱回収を行う三
※2自社の他事業場での処理：：：

⑥ 自ら中問処理後の残さ孟

A ⑦ 自ら中間処理により減萱する羹

自 自a ⑧自ら中間処理後に再生利用する羹
己 己残⑨ 自ら中問処理後に自ら埋立処分又は海洋投入処分
処 処さ する量

，^， 理
理物
※3 自ら中間処理後に自社の他事業場での処理豆の

和 b 自ら中間処理後の処理委託塁

5 b-1中間処理委託三

年 再生利用前委託塁

度 最終処分前委託塁

目 下水等放流前委託三

標 b-2最終処分委託三

B 直接処理委託三 1,0600 500 25 300 16.0 11 0 1900 81.5 1,441.0 
B 
直 B-1中間処理委託塁 1,0600 50.0 25 30.0 16.0 1 1 0 190 0 81.5 1,441.0 

接 再生利用前委託孟 1,060.0 50.0 25 30.0 160 11.0 1900 81.5 1.441.0 
委
託 最終処分前委託羹

処 下水等放流前委託：：：
理
B-2最終処分委託萱

⑩直接及び自ら中間処理後の処理委託萱 1,0600 500 25 300 16.0 11 0 1900 81.5 1,441.0 

⑪ ⑩のうち優良認定処理業者への処理委託三 400 25 23 0 10.0 80 53.0 136.5 

⑫ ⑩のうち再生利用業者への処理委託羹 1,0600 50.0 25 30.0 16.0 11 0 1900 81.5 1.441.0 

⑬ ⑩のうち認定熱回収業者への処理委託歪

⑭ ⑩のうち認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への
処理委託量



廃棄物処理法施行令第6条の9第2号等に基づく優良業者一覧

No. 
氏名又は名称

住所 認定年月日 許可年月日 許可期限
代表者の氏名

新和環境株式会社 東京都新宿区西早稲田＿丁目
R2.10.26 R2.10.26 R9.9.11 1 

代表取締役梁川哲 21番12号

株式会社責藤 東京都昭島市拝島町三丁目1
R2.4.9 R2.4.9 R9.2.13 2 

代表取締役池ノ谷新吾 番3号

株式会社エパーグリーンライン 神奈川県川崎市川崎区貝塚一
R2.10.6 R2.10.6 R9.9.6 3 

代表取締役比嘉良弘 丁目1番5号

株式会社タケエイ 東京都港区芝公園二T目4番1
R2.11.18 R2.12.1 R9.11.30 4 

代表取締役阿部光男 号A-10階

株式会社大空リサイクルセンター 東京都武蔵村山市伊奈平五丁
R3.10.20 R3.10.20 R10.9.15 5 

代表取締役和田敏之 目43番地の6

高俊興業株式会社 東京都中野区新井一丁目11番
H29.9.29 H29.9.29 R6 9.28 6 

代表取締役高橋潤 2号

株式会社ワイエムエコフューチャー 埼玉県草加市青柳二丁目7番4
H27.9.29 H27.9.29 R4.9 28 7 

代表取締役加瀬博章 5号

東港金属株式会社 東京都大田区京浜島二T目20
H28.11.1 H28.11.1 R5.8.31 8 

代表取締役福田隆 番4号

株式会社東亜オイル興業所 千葉県八千代市上品野1728
H28.11.15 H28.11.15 R5.10.29 ， 

代表取締役安池慎一郎 番地5

J&T環境株式会社 神奈川県横浜市鶴見区弁天町
H29.9.30 H29.9.30 R6.9.29 10 

代表取締役露口哲男 3番地1

JX金属高商株式会社 東京都中央区日本橋三丁目2
R2.1.20 R2.1.20 R8.10.31 11 

代表取締役松浦明一郎 番5号

有限会社平澤興業 埼玉県越谷市大間野町四丁目
R23.2 R2.3.2 R9.1.23 12 

代表取締役平澤良夫 212番地3

株式会社SKクリーンシステム 埼玉県春日部市西宝珠花608
R3.6.24 R3.6.24 Rl0.5.22 13 

代表取締役坂田広樹 番地2

株式会社祥和コーポレーション 栃木県佐野市黒袴町1111番
R31 0,1 1 R3.10.11 R10.9.7 14 

代表取締役田村孝男 地1

川崎ベイアスコン株式会社 神奈川県川崎市川崎区小島町
R4.4.1 R4.4.1 R1 1.3.31 15 

代表取締役佐々木理夫 8番1号

株式会社光洲産業 神奈川県川崎市品津区久地四
R3.8.9 R3.8.9 R10.8.8 16 

代表取締役光田栄吉 丁目10番11号

横浜ベイアスコン株式会社 神奈川県横浜市磯子区新磯子
R3.12.1 R3.12.1 R10.11.30 17 

代表取締役櫻井勝規 町27番地1

18 
株式会社ギプロ

埼玉県八潮市新町32番地 H30.8.20 H30.8.20 R7.8.19 
代表取締役大島健嗣


